
(57)【要約】

【課題】構造が簡単で且つ安価であって効率よくマッサ

ージを行うことができるようにする。

【解決手段】基端側に把持部６を有する長尺状のケース

２と、ケース２の先端側に同一方向に突出するように設

けられた固定揉み体３及び可動揉み体４と、可動揉み体

４を固定揉み体３に対して近接離反させる駆動機構５と

を備える。可動揉み体４は、ケース２の開口部１２から

突出したマッサージ部１８と、このマッサージ部１８の

基端側で当該マッサージ部１８と一体的に形成されたア

ーム部１９とを備える。駆動機構５は、アーム部１９の

基端側を偏心して枢支する駆動軸３９と、アーム部１９

の中途部を枢支する支持軸２３と揺動自在で且つ可動揉

み体４が近接離反する方向と略同じ方向に揺動するよう

に支持軸２３に連結されるリンク部材３７と、駆動軸３

９を回転駆動する駆動モータ３５とを備える。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 端 側 に 把 持 部 を 有 す る 長 尺 状 の ケ ー ス と 、 前 記 ケ ー ス の 先 端 側 に 同 一 方 向 に 突 出 す る
よ う に 設 け ら れ た 固 定 揉 み 体 及 び 可 動 揉 み 体 と 、 前 記 可 動 揉 み 体 を 固 定 揉 み 体 に 対 し て 近
接 離 反 さ せ る 駆 動 機 構 と を 備 え 、
　 前 記 可 動 揉 み 体 は 、 前 記 ケ ー ス の 先 端 側 に 設 け ら れ た 開 口 部 か ら 突 出 し た マ ッ サ ー ジ 部
と 、 こ の マ ッ サ ー ジ 部 の 基 端 側 で 当 該 マ ッ サ ー ジ 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た ア ー ム 部 と を 備
え 、
　 前 記 駆 動 機 構 は 、 前 記 ア ー ム 部 の 基 端 側 を 偏 心 駆 動 可 能 に 支 持 す る 駆 動 軸 と 、 ア ー ム 部
の 中 途 部 を 枢 支 す る 支 持 軸 と 、 前 記 支 持 軸 と ケ ー ス 側 と を 連 結 し 且 つ 前 記 可 動 揉 み 体 の 近
接 離 反 す る 方 向 と 略 同 じ 方 向 に 揺 動 す る リ ン ク 部 材 と 、 前 記 駆 動 軸 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 モ
ー タ と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ ン ク 部 材 の 基 端 側 は ケ ー ス 側 に 設 け ら れ た 固 定 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 リ ン ク 部 材 の
先 端 側 は 固 定 軸 よ り も 前 面 側 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 支 持 軸 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 可 動 揉 み 体 と 固 定 揉 み 体 と の 相 互 間 に 使 用 者 の 肩 を 嵌 め 入 れ た 際 に 、 前 記 駆 動 モ ー
タ が 使 用 者 の 肩 の 上 方 に 位 置 す る よ う に 駆 動 モ ー タ が ケ ー ス 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー ス に は 前 記 開 口 部 を 覆 う カ バ ー が 設 け ら れ 、 こ の カ バ ー を 貫 通 し て 可 動 揉 み 体
が 突 出 し て お り 、 前 記 カ バ ー は 可 動 揉 み 体 の 近 接 離 反 動 作 に 応 じ て 移 動 す る よ う に 、 ケ ー
ス の 内 側 に ス ラ イ ド 自 在 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記
載 の マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 可 動 揉 み 体 が 突 出 す る ケ ー ス の 前 面 は 前 記 固 定 軸 を 中 心 と し た 円 弧 状 に 形 成 さ れ る
と 共 に 、 前 記 カ バ ー は ケ ー ス の 前 面 に 沿 う よ う に 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 当 該 カ バ ー の 移 動 軌
道 は リ ン ク 部 材 の 揺 動 軌 道 と 略 同 じ に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
マ ッ サ ー ジ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 把 持 部 を 有 し て 手 持 ち 使 用 が 可 能 に な さ れ た マ ッ サ ー ジ 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  手 持 ち 使 用 が 可 能 な マ ッ サ ー ジ 装 置 と し て 、 種 々 な も の が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の マ ッ
サ ー ジ 装 置 は 、 主 と し て 肩 を マ ッ サ ー ジ す る た め に 開 発 さ れ て お り 、 ケ ー ス に は 一 対 の 揉
み 体 が 設 け ら れ 、 こ れ ら 揉 み 体 の 相 互 間 を 使 用 者 の 肩 へ 嵌 め て 両 揉 み 体 を 肩 の 前 後 両 側 へ
振 り 分 け 配 置 さ せ 、 両 方 の 揉 み 体 を 相 対 的 に 近 接 離 反 さ せ る と い っ た マ ッ サ ー ジ 動 作 を さ
せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 当 該 マ ッ サ ー ジ 装 置 （
本 体 ケ ー ス ７ ５ ） の 先 端 側 に 配 置 さ れ た 揉 み 体 ８ ０ ａ と 、 こ の 揉 み 体 ８ ０ ａ よ り も 本 体 ケ
ー ス ７ ５ の 基 端 側 に 配 置 さ れ た 揉 み 体 ８ ０ ｂ と を 有 し た も の と な っ て い る 。
　 前 記 揉 み 体 ８ ０ ａ は 、 マ ッ サ ー ジ を 行 う マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ と 、 基 端 側 で 支 軸 ８ ２ を 介
し て 回 転 体 ８ ３ に 偏 心 状 態 で 取 り 付 け ら れ た 第 １ ア ー ム ８ ４ と 、 こ の 第 １ ア ー ム ８ ４ に 連
結 し 、 且 つ 前 記 マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ が 取 り 付 け ら れ た 第 ２ ア ー ム ８ ５ と を 備 え て い る 。 前
記 第 １ ア ー ム ８ ４ と 第 ２ ア ー ム ８ ５ と の 連 結 部 分 に マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ の 移 動 を 所 定 範 囲
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に 規 制 す る 規 制 ア ー ム ８ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 規 制 ア ー ム ８ ６ は 揺 動 自 在 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 こ の マ ッ サ ー ジ 装 置 で は 、 回 転 体 ８ ３ を 回 転 さ せ て 第 １ ア ー ム ８ ４ の 基 端
側 を 偏 心 移 動 さ せ る と 共 に 、 規 制 ア ー ム ８ ６ を 揺 動 さ せ る こ と に よ り 、 マ ッ サ ー ジ 部 材 ８
１ を 近 接 離 反 方 向 に 移 動 さ せ て マ ッ サ ー ジ 動 作 さ せ る よ う に な っ て い る 。
　 一 方 で 、 揉 み 体 ８ ０ ｂ の マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ ７ は ２ つ の リ ン ク 部 材 ８ ８ 及 び 揺 動 板 ８ ９ を
介 し て 揺 動 自 在 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ５ ７ ４ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 で は 、 規 制 ア ー ム ８ ６ の 揺 動 方 向 が マ ッ サ ー ジ 部
材 ８ １ の 揺 動 方 向 と は 異 な り 、 規 制 ア ー ム ８ ６ の 揺 動 成 分 は ｘ 成 分 （ 近 接 離 反 範 囲 ） が 小
さ く 、 ｙ 成 分 （ 突 出 範 囲 ） が 大 き な も の と な る 。
　 規 制 ア ー ム ８ ６ に よ っ て マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ が 揺 動 す る こ と か ら 、 規 制 ア ー ム ８ ６ の 影
響 に よ り マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ の 軌 道 の ｘ 成 分 （ 近 接 離 反 範 囲 ） は 比 較 的 小 さ く な る と 共 に
、 ｙ 成 分 （ 突 出 範 囲 ） が 大 き な も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ の 軌 道 に お い て ｘ 成 分 が 小 さ い ま ま で は 、 マ ッ サ ー ジ に お い て 肩 な
ど の 患 部 を 十 分 に 挟 み 込 み す る こ と が で き な い こ と か ら 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 上
記 の マ ッ サ ー ジ 装 置 で は 、 上 記 の 如 く 、 他 方 の 揉 み 体 ８ ０ ｂ の マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ ７ を も 揺
動 さ せ る 構 成 と し て い る 。
　 こ の よ う に 、 ２ つ の マ ッ サ ー ジ 部 材 を 揺 動 さ せ る よ う な 構 成 で は 、 製 造 コ ス ト が 高 価 に
な る ば か り か 、 構 造 が 複 雑 に な る 問 題 が あ る 。 ま た 、 マ ッ サ ー ジ 部 材 ８ １ や マ ッ サ ー ジ 部
材 ８ ７ は ２ つ の 部 材 で 支 持 さ れ て い る た め 、 部 品 点 数 が 多 い も の と な り 、 こ の 点 か ら も 構
造 が 複 雑 に な り 高 価 に な る 原 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 構 造 が 簡 単 で 且 つ 安 価 で あ っ て 効
率 よ く マ ッ サ ー ジ を 行 う こ と が で き る マ ッ サ ー ジ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 次 の 手 段 を 講 じ た 。
　 即 ち 、 本 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 は 、 基 端 側 に 把 持 部 を 有 す る 長 尺 状 の ケ ー ス と 、 前
記 ケ ー ス の 先 端 側 に 同 一 方 向 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ た 固 定 揉 み 体 及 び 可 動 揉 み 体 と 、
前 記 可 動 揉 み 体 を 固 定 揉 み 体 に 対 し て 近 接 離 反 さ せ る 駆 動 機 構 と を 備 え 、 前 記 可 動 揉 み 体
は 、 前 記 ケ ー ス の 先 端 側 に 設 け ら れ た 開 口 部 か ら 突 出 し た マ ッ サ ー ジ 部 と 、 こ の マ ッ サ ー
ジ 部 の 基 端 側 で 当 該 マ ッ サ ー ジ 部 と 一 体 的 に 形 成 さ れ た ア ー ム 部 と を 備 え 、 前 記 駆 動 機 構
は 、 前 記 ア ー ム 部 の 基 端 側 を 偏 心 駆 動 可 能 に 支 持 す る 駆 動 軸 と 、 ア ー ム 部 の 中 途 部 を 枢 支
す る 支 持 軸 と 、 前 記 支 持 軸 と ケ ー ス 側 と を 連 結 し 且 つ 前 記 可 動 揉 み 体 の 近 接 離 反 す る 方 向
と 略 同 じ 方 向 に 揺 動 す る リ ン ク 部 材 と 、 前 記 駆 動 軸 を 回 転 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ と を 備 え て
い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 駆 動 軸 を 回 転 さ せ る こ と で ア ー ム 部 の 基 端 部 が 偏 心 移 動 す る と 共 に 、 可
動 揉 み 体 が 近 接 離 反 す る 方 向 と 略 同 じ 方 向 に リ ン ク 部 材 を 揺 動 す る た め 、 可 動 揉 み 体 が 近
接 離 反 を 繰 り 返 す マ ッ サ ー ジ 動 作 を す る 。 こ の と き 、 リ ン ク 部 材 を 可 動 揉 み 体 が 近 接 離 反
す る 方 向 と 略 同 じ 向 き に 揺 動 さ せ て い る こ と か ら 可 動 揉 み 体 （ マ ッ サ ー ジ 部 ） の 軌 道 で の
ｘ 成 分 （ 近 接 離 反 範 囲 ） が 大 き く な り 、 可 動 揉 み 体 の み を 揺 動 さ せ る だ け で 肩 等 の マ ッ サ
ー ジ を 十 分 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ れ 故 、 従 来 の よ う に ２ つ の 揉 み 体 を 揺 動 さ せ る 必 要 が な く な る の で マ ッ サ ー ジ 装 置 の
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構 造 が 簡 素 化 し 安 価 に 構 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 マ ッ サ ー ジ 部 と ア ー ム 部 と が
一 体 的 に 形 成 さ れ て い る の で 部 品 点 数 を 減 ら す こ と も で き 、 こ の 点 か ら も 構 造 が 簡 素 化 し
て 安 価 に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 前 記 リ ン ク 部 材 の 基 端 側 は ケ ー ス 側 に 設 け ら れ た 固 定 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 リ ン ク 部 材 の
先 端 側 は 固 定 軸 よ り も 前 面 側 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 支 持 軸 に 連 結 さ れ て い る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 リ ン ク 部 材 を 可 動 揉 み 体 が 移 動 す る 近 接 離 反 方 向 と 略 同 じ 方 向 に 揺 動 さ
せ 易 く 、 可 動 揉 み 体 の 軌 道 で の ｘ 成 分 を 簡 単 に 大 き く す る こ と が で き る 。
　 前 記 可 動 揉 み 体 と 固 定 揉 み 体 と の 相 互 間 に 使 用 者 の 肩 を 嵌 め 入 れ た 際 に 、 前 記 駆 動 モ ー
タ が 使 用 者 の 肩 の 上 方 に 位 置 す る よ う に 駆 動 モ ー タ が ケ ー ス 内 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 駆 動 モ ー タ の 荷 重 が 可 動 揉 み 体 や 固 定 揉 み 体 に 対 し て 下 向 き に 負 荷 を か
け た 状 態 に な る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 可 動 揉 み 体 や 固 定 揉 み 体 を マ ッ サ ー ジ 動 作 さ せ た
と き に 各 揉 み 体 が 上 方 へ 逃 げ る よ う な 位 置 ズ レ を 起 こ し に く く な る 。
　 従 っ て 使 用 者 は 、 凝 り を 感 じ て い る 箇 所 （ マ ッ サ ー ジ し た い 箇 所 ） 、 或 い は ツ ボ 位 置 に
対 し 、 揉 み 体 を 、 安 定 さ せ た ま ま （ 定 置 さ せ た ま ま ） 継 続 し て マ ッ サ ー ジ を 受 け る こ と が
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 駆 動 モ ー タ の 荷 重 を 利 用 す る こ と で ウ エ イ ト を 別 途 設 け る 必 要 が な く な り 、 そ れ
だ け 装 置 重 量 が 重 く な り す ぎ る の を 防 止 で き る と 共 に 、 部 品 点 数 の 少 数 化 、 及 び コ ス ト ダ
ウ ン 等 が 図 れ る と い う 利 点 が あ る 。
　 前 記 ケ ー ス に は 前 記 開 口 部 を 覆 う カ バ ー が 設 け ら れ 、 こ の カ バ ー を 貫 通 し て 可 動 揉 み 体
が 突 出 し て お り 、 前 記 カ バ ー は 可 動 揉 み 体 の 近 接 離 反 動 作 に 応 じ て 移 動 す る よ う に 、 ケ ー
ス の 内 側 に ス ラ イ ド 自 在 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 可 動 揉 み 体 が 近 接 離 反 動 作 し て も 、 カ バ ー に よ っ て 開 口 部 を 覆 い 隠 す こ
と が で き る 。
　 前 記 可 動 揉 み 体 が 突 出 す る ケ ー ス の 前 面 は 前 記 固 定 軸 を 中 心 と し た 円 弧 状 に 形 成 さ れ る
と 共 に 、 前 記 カ バ ー は ケ ー ス の 前 面 に 沿 う よ う に 円 弧 状 に 形 成 さ れ 、 当 該 カ バ ー の 移 動 軌
道 は リ ン ク 部 材 の 揺 動 軌 道 と 略 同 じ に 設 定 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 で は 、 構 造 が 簡 単 で 且 つ 安 価 で あ っ て 効 率 よ く マ ッ サ ー ジ
を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ９ は 、 本 発 明 に 係 る マ ッ サ ー ジ 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 マ ッ サ ー ジ 装 置 １ は 、 ケ ー ス ２ と 、 ケ ー ス ２ の 先 端 側 に 突 出 状 態 で
固 定 さ れ た 固 定 揉 み 体 ３ と 、 ケ ー ス ２ の 先 端 側 に 突 出 状 態 で 設 け ら れ 且 つ 固 定 揉 み 体 ３ に
対 し て 近 接 離 反 す る 可 動 揉 み 体 ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 ２ の 紙 面 左 右 を 前 後 方 向 と し 、 図 ２ の 紙 面 貫 通 方 向 を 左 右 方 向
と す る 。 図 ３ の 紙 面 左 右 は 左 右 方 向 と な り 、 図 ３ の 紙 面 貫 通 方 向 は 前 後 方 向 と な る 。
　 図 １ ～ ４ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス ２ は 樹 脂 等 に よ り 長 尺 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 側 の 内 部
に 可 動 揉 み 体 ４ を 近 接 離 反 さ せ る 駆 動 機 構 ５ （ 図 ４ 参 照 ） が 格 納 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ス
２ の 基 端 側 は 棒 状 に 細 長 く な っ て い て 棒 状 の 部 分 が 手 で 持 つ こ と の で き る 把 持 部 ６ と さ れ
て い る 。 こ の 把 持 部 ６ は 略 直 線 状 と さ れ 、 把 持 部 ６ の 中 途 部 に 駆 動 機 構 ５ を 駆 動 さ せ る た
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め の ス イ ッ チ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ケ ー ス ２ の 先 端 側 は 前 記 把 持 部 ６ よ り も 前 後 幅 や 左 右 幅 が 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 以 降
、 把 持 部 ６ よ り も 前 後 幅 や 左 右 幅 が 大 き い 部 分 を ヘ ッ ド 部 ９ と す る 。 ヘ ッ ド 部 ９ の 先 端 側
（ ケ ー ス ２ の 先 端 側 ） で の 前 面 ９ ａ は 、 略 同 じ 幅 で 長 手 方 向 に 延 設 形 成 さ れ て い て 側 面 視
で 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド 部 ９ の 前 面 ９ ａ で あ っ て 円 弧 状 に 形 成 さ れ た 部 分 を 円
弧 部 １ ０ と す る と 、 そ の 円 弧 部 １ ０ （ 円 弧 状 の 前 面 ９ ａ ） に 開 口 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る
。 な お 、 ケ ー ス ２ の 円 弧 部 １ ０ に お け る 円 弧 中 心 は 後 述 す る 固 定 軸 ３ ８ の 軸 心 と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ヘ ッ ド 部 ９ に は 開 口 部 １ ２ を 覆 う 帯 状 の カ バ ー １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 帯 状 の カ バ
ー １ ３ は 円 弧 部 １ ０ （ ケ ー ス ２ の 円 弧 状 の 前 面 ） に 沿 う よ う に 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 カ バ ー １ ３ の 円 弧 中 心 は 、 ケ ー ス ２ の 円 弧 部 １ ０ と 同 様 に 後 述 す る 固 定 軸 ３ ８ の
軸 心 と さ れ て い る 。
　 こ の よ う な カ バ ー １ ３ は 、 ケ ー ス ２ の 円 弧 部 １ ０ に 沿 っ て 移 動 す る よ う に ケ ー ス ２ の 内
側 に 配 置 さ れ て い る 。 カ バ ー １ ３ は 後 述 す る よ う に 可 動 揉 み 体 ４ の 近 接 離 反 動 作 に 応 じ て
ケ ー ス １ ３ の 内 側 で ス ラ イ ド 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 カ バ ー １ ３ に は 開 口 部 １ ４ が 設
け ら れ て い る 。 カ バ ー １ ３ の 一 端 （ ケ ー ス ２ の 背 面 側 ） に は 係 止 片 １ ５ が 突 出 状 に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の カ バ ー １ ３ の 後 方 側 に 固 定 揉 み 体 ３ ， 可 動 揉 み 体 ４ ， 駆 動 機 構 ５ が 配 置 さ れ て い る
。 以 下 、 固 定 揉 み 体 ３ ， 可 動 揉 み 体 ４ ， 駆 動 機 構 ５ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 可 動 揉 み 体 ４ は 、 固 定 揉 み 体 ３ と 同 一 方 向 に 突 出 す る よ う に 、 円 弧 部 １ ０ の 開 口 部 １ ２
及 び カ バ ー １ ３ の 開 口 部 １ ４ に 挿 通 し て い て ヘ ッ ド 部 ９ 内 で 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
　 図 ４ ， ５ に 示 す よ う に 、 可 動 揉 み 体 ４ は 、 両 開 口 部 １ ２ ， １ ４ に 挿 通 さ れ た マ ッ サ ー ジ
部 １ ８ と 、 ヘ ッ ド 部 １ ０ 内 で 支 持 さ れ た ア ー ム 部 １ ９ と を 備 え て い る 。 マ ッ サ ー ジ 部 １ ８
は 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い て 指 圧 面 １ ８ ａ を 有 し て い る 。 指 圧 面 １ ８ ａ は 図 示 し な い 軟 質 性
を 有 す る ゴ ム や 樹 脂 、 布 な ど で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ の 基 端 側 は ヘ ッ ド 部 ９ 内 に 位 置 さ れ て い て 、 当 該 基 端 側 に ア ー ム 部 １
９ が 一 体 的 に 連 結 さ れ て い る 。
　 図 ６ ， ７ に 示 す よ う に 、 ア ー ム 部 １ ９ は 板 状 の 第 １ 板 材 ２ ０ と 板 状 の 第 ２ 板 材 ２ １ と で
左 右 二 股 状 に 構 成 さ れ て お り 、 ア ー ム 部 １ ９ で マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ を 挟 み 込 む よ う に 、 マ ッ
サ ー ジ 部 １ ８ の 基 端 側 に 第 １ 板 材 ２ ０ の 先 端 及 び 第 ２ 板 材 ２ １ の 先 端 が 連 結 さ れ て い る 。
ア ー ム 部 １ ９ の 基 端 側 、 即 ち 、 第 １ 板 材 ２ ０ の 基 端 側 と 第 ２ 板 材 ２ １ の 基 端 側 に は 後 述 す
る 偏 心 カ ム ２ ２ が 嵌 合 さ れ る 円 弧 状 の 嵌 合 部 １ ６ （ 嵌 合 溝 ） が 形 成 さ れ て い る 。 ア ー ム 部
１ ９ の 中 途 部 、 即 ち 、 第 １ 板 材 ２ ０ の 中 途 部 と 第 ２ 板 材 ２ １ の 中 途 部 に は 軸 心 を 左 右 に 向
け た 支 持 軸 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 固 定 揉 み 体 ３ は マ ッ サ ー ジ 部 ２ ４ を 有 し て お り 、 当 該 マ ッ サ ー ジ 部 ２ ４ は ケ ー ス ２ の 前
面 ９ ａ か ら 外 方 に 突 出 し た 移 動 体 ２ ５ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 固 定 揉 み 体 ３ の マ ッ サ ー ジ
部 ２ ４ は 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い て 指 圧 面 ２ ４ ａ を 有 し て い る 。 指 圧 面 ２ ４ ａ は 図 示 し な い
軟 質 性 を 有 す る ゴ ム や 樹 脂 、 布 な ど で 覆 わ れ て い る 。
　 移 動 体 ２ ５ は ヘ ッ ド 部 ９ 内 に 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 雄 ね じ ね じ 部 材 ２ ６ （ 以 降 、 ね じ 部
材 と す る ） に 噛 合 し て い る 。 具 体 的 に は 、 前 記 ね じ 部 材 ２ ６ は そ の 回 転 軸 心 を ケ ー ス ２ の
長 手 方 向 に 向 け た 状 態 で 配 置 さ れ て 支 持 部 材 ２ ７ に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の
ね じ 部 材 ２ ６ に 移 動 体 ２ ５ の 筒 部 ２ ８ が 噛 合 し て お り 、 ね じ 部 材 ２ ６ の 一 端 に は ね じ 部 材
２ ６ を 回 転 さ せ る つ ま み ２ ９ が 一 体 回 転 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し た が っ て 、 ケ ー ス ２ の 前 面 ９ ａ 側 で 外 方 に 突 出 し た つ ま み ２ ９ を 回 転 さ せ る こ と で 移
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動 体 ２ ５ を 介 し て 固 定 揉 み 体 ３ の マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ を 可 動 揉 み 体 ４ の マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ に
ケ ー ス ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 近 づ け た り 遠 ざ け た り す る こ と が で き る よ う に な っ
て い る 。
　 前 記 駆 動 機 構 ５ は ヘ ッ ド 部 ９ 内 に 設 け ら れ て お り 、 駆 動 モ ー タ ３ ５ と ， 変 換 機 構 ３ ６ と
， リ ン ク 部 材 ３ ７ と ， 支 持 軸 ２ ３ と ， 固 定 軸 ３ ８ と ， 駆 動 軸 ３ ９ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 駆 動 モ ー タ ３ ５ は ス イ ッ チ ７ の オ ン ， オ フ の 切 換 に よ っ て 回 転 又 は 停 止 す る も の で 、 ね
じ 部 材 ２ ６ の 後 方 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 駆 動 モ ー タ ３ ５ は 、 そ の 回 転 軸 ３ ５ ａ が ケ ー ス
２ の 長 手 方 向 に 向 く よ う に ヘ ッ ド 部 ９ 内 に 配 置 さ れ 、 可 動 揉 み 体 ４ と 固 定 揉 み 体 ３ と の 相
互 間 に 使 用 者 の 肩 を 嵌 め 入 れ た 際 に 、 使 用 者 の 肩 の 略 上 方 に 位 置 す る よ う に 位 置 設 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 駆 動 モ ー タ ３ ５ の 回 転 軸 ３ ５ ａ が 収 納 さ れ た モ ー タ ケ ー ス ４ ０ 内 に は 、 ウ ォ ー ム ギ ア ４
１ と ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ４ ２ を 有 す る 変 換 機 構 ３ ６ が 設 け ら れ 、 駆 動 モ ー タ ３ ５ の 回 転 軸 ３
５ ａ の 回 転 駆 動 が ウ ォ ー ム ギ ア ４ １ 及 び ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ４ ２ を 介 し て 駆 動 軸 ３ ９ に 伝 達
さ れ る よ う に な っ て い る 。 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ４ ２ に 駆 動 軸 ３ ９ が 連 結 さ れ て い る 。
　 前 記 駆 動 軸 ３ ９ は 円 板 状 に 形 成 さ れ た 偏 心 カ ム ２ ２ の 回 転 軸 と さ れ 、 駆 動 軸 ３ ９ の 軸 心
は 左 右 方 向 に 向 け ら れ て 駆 動 モ ー タ ３ ５ の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 偏 心 カ ム ２ ２ は 前 記 可 動 揉 み 体 ４ の ア ー ム 部 １ ９ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、
左 右 に 離 間 し て 配 置 さ れ た 偏 心 カ ム ２ ２ が 第 １ 板 材 ２ ０ の 嵌 合 部 １ ６ に 嵌 合 さ れ る と 共 に
、 第 ２ 板 材 ２ １ の 嵌 合 部 １ ６ に 嵌 合 さ れ て い る 。
　 し た が っ て 、 ア ー ム 部 １ ９ 、 即 ち 、 第 １ 板 材 ２ ０ 及 び 第 ２ 板 材 ２ １ の 基 端 側 は 駆 動 軸 ３
９ に 対 し て 偏 心 し た 状 態 で 枢 支 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 ア ー ム 部 １ ９ の 基 端 側 は 駆 動
軸 ３ ９ に よ っ て 偏 心 駆 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 モ ー タ ケ ー ス ４ ０ の 先 端 側 に は 支 持 台 ４ ５ が 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は
、 モ ー タ ケ ー ス ４ ０ の 先 端 側 に は ケ ー ス ２ の 前 面 ９ ａ 側 へ 向 け て 突 出 し た 左 右 一 対 の 支 持
部 ４ ６ ， ４ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 左 右 各 支 持 部 ４ ６ ， ４ ７ に よ り 前 記 支 持 台 ４ ５ が 構
成 さ れ て い る 。
　 左 右 各 支 持 部 ４ ６ ， ４ ７ は 、 第 １ 板 材 ２ ０ と 第 ２ 板 材 ２ １ と の 間 に 配 置 さ れ 、 支 持 部 ４
６ ， ４ ７ に 固 定 軸 ３ ８ が 回 転 自 在 に 支 持 さ て い る 。 固 定 軸 ３ ８ は そ の 軸 心 が 左 右 方 向 に 向
け ら れ た 状 態 で ヘ ッ ド 部 １ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 固 定 軸 ３ ８ と カ バ ー １ ３ と の 間 に
は カ バ ー １ ３ を ケ ー ス ２ の 基 端 側 に 付 勢 す る 弾 性 体 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 詳 し く は 、 弾
性 体 ３ ３ の 一 端 が カ バ ー １ ３ の 係 止 片 １ ５ に 係 止 さ れ 、 弾 性 体 ３ ３ の 他 端 が 固 定 軸 ３ ３ に
嵌 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 リ ン ク 部 材 ３ ７ は ア ー ム 部 １ ９ に 挟 ま れ る よ う に 配 置 さ れ 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ の 基 端 側 は
ケ ー ス ２ 側 に 設 け ら れ た 固 定 軸 ３ ８ に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ の 先 端 側 は
固 定 軸 ３ ８ よ り も 前 面 ９ ａ 側 に 配 置 さ れ 、 且 つ 前 記 支 持 軸 ２ ３ に 連 結 さ れ て い る 。
　 詳 し く は 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ は 第 １ リ ン ク ５ ０ と 、 第 ２ リ ン ク ５ １ と を 有 し て お り 、 第 １
リ ン ク ５ ０ と 第 ２ リ ン ク ５ １ と は 、 第 １ 板 材 ２ ０ と 第 ２ 板 材 ２ １ と の 間 に 配 置 さ れ て い る
。 そ し て 、 第 １ リ ン ク ５ ０ の 基 端 側 は 固 定 軸 ３ ８ の 一 端 に 連 結 さ れ 、 第 １ リ ン ク ５ ０ の 先
端 側 は 支 持 軸 ２ ３ の 一 端 に 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ リ ン ク ５ １ の 基 端 側 は 固 定 軸 ３ ８ の 他 端
に 連 結 さ れ 、 第 ２ リ ン ク ５ １ の 先 端 側 は 支 持 軸 ２ ３ の 他 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ は 、 固 定 軸 ３ ８ を 枢 支 点 と し て 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る
。
　 以 上 に よ り 、 駆 動 機 構 ５ の 軸 、 即 ち 、 支 持 軸 ２ ３ ， 固 定 軸 ３ ８ ， 駆 動 軸 ３ ９ の 軸 心 は 略
平 行 に な っ て い る 。 固 定 軸 ３ ８ の 前 方 側 に は 支 持 軸 ２ ３ が 位 置 し 、 固 定 軸 ３ ８ の 下 側 （ ケ
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ー ス ２ の 基 端 側 ） に は 駆 動 軸 ３ ９ が 位 置 し 、 駆 動 軸 ３ ９ と 支 持 軸 ２ ３ と の 間 に 固 定 軸 ３ ８
が 位 置 し た 状 態 に な っ て い る 。 ま た 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ （ 第 １ リ ン ク ５ ０ と 、 第 ２ リ ン ク ５
１ ） ， ア ー ム 部 １ ９ ， 偏 心 カ ム ２ ２ ， 支 持 台 ４ ５ （ 左 右 各 支 持 部 ４ ６ ， ４ ７ ） に よ っ て 四
節 リ ン ク 機 構 が 構 成 さ れ て い る と 見 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 把 持 部 ６ の 下 端 部 に は 、 電 源 コ ー ド （ 図 示 略 ） を 導 出 さ せ つ つ こ の 電 源 コ ー ド の
折 れ 曲 が り を 防 止 す る た め の コ ー ド ガ イ ド ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ー ド ガ イ ド ８ に は
吊 り 掛 け 用 の リ ン グ 部 ８ ａ が 設 け ら れ て お り 、 こ の リ ン グ 部 ８ ａ を 利 用 し て 、 マ ッ サ ー ジ
装 置 １ の 不 使 用 時 に 壁 な ど か ら 吊 り 下 げ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 把 持 部
６ は 、 上 記 の よ う に 直 線 的 な ま っ す ぐ な 棒 状 と し て 形 成 し て も よ い が 、 持 ち 易 さ が 向 上 す
る よ う に 、 緩 い カ ー ブ が 付 さ れ た も の と し も よ い 。 こ の と き 、 カ ー ブ の 向 き は 、 使 用 状 態
の と き 、 把 持 部 ６ の 下 端 部 ほ ど 使 用 者 側 へ 近 寄 る よ う に な る 向 き で あ る 。 ま た 、 前 記 ス イ
ッ チ ７ を マ ッ サ ー ジ 動 作 の 種 類 選 択 や 強 弱 切 替 な ど を 行 う 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 駆 動 機 構 ５ を 駆 動 さ せ た 際 の 可 動 揉 み 体 ４ 及 び リ ン ク 部 材 ３ ７ の 動 作 に つ い て 説 明
す る 。
　 ス イ ッ チ ７ を Ｏ Ｎ し て 駆 動 モ ー タ ３ ５ を 駆 動 さ せ る と 、 可 動 揉 み 体 ４ 及 び リ ン ク 部 材 ３
７ は 図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 如 く 動 作 す る 。
　 詳 し く は 、 駆 動 モ ー タ ３ ５ を 駆 動 す る と 回 転 軸 ３ ５ ａ 及 び ウ ォ ー ム ギ ア ４ １ 等 の 変 換 機
構 ３ ６ を 介 し て 駆 動 軸 ３ ９ が 回 転 す る 。 そ し て 、 駆 動 軸 ３ ９ が 回 転 す る と ア ー ム 部 １ ９ の
基 端 部 が 駆 動 軸 ３ ９ を 中 心 と し て 偏 心 移 動 を す る と 共 に 、 偏 心 移 動 に 伴 っ て リ ン ク 部 材 ３
７ が 揺 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 リ ン ク 部 材 ３ ７ の 先 端 に 着 目 す る と そ の 先 端 側 の 揺 動 方 向 は 図 ８ の 揺 動 軌 道 ａ の よ う に
な る 。 詳 し く は 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ の 先 端 側 は ケ ー ス ２ の 円 弧 部 １ ０ に 沿 い な が ら ケ ー ス ２
の 長 手 方 向 に 向 け て 往 復 運 動 （ ケ ー ス ２ の 先 端 側 か ら 基 端 側 へ 移 動 す る と 共 に 、 基 端 側 か
ら 先 端 側 へ 移 動 す る ） を す る 。
　 一 方 で 、 可 動 揉 み 体 ４ の マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ は リ ン ク 部 材 ３ ７ の 揺 動 及 び ア ー ム 部 １ ９ に
お け る 基 端 部 の 偏 心 移 動 に よ り 、 図 ８ の 記 号 ｂ で 示 す 方 向 に 移 動 す る よ う に な る 。 詳 し く
は 、 マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ の 先 端 側 は ケ ー ス ２ の 長 手 方 向 （ 近 接 離 反 方 向 ） に 向 け て 往 復 運 動
を す る （ ケ ー ス ２ の 先 端 側 か ら 基 端 側 へ 移 動 す る と 共 に 、 基 端 側 か ら 先 端 側 へ 移 動 す る ）
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ の 先 端 側 と マ ッ サ ー ジ 部 の 先 端 側 と の 両 者 は 共 に ケ ー ス ２
の 長 手 方 向 （ 図 ８ の ｘ 軸 で 近 接 離 反 方 向 ） に 略 沿 う よ う に 同 一 方 向 に 揺 動 し て い る 。
　 可 動 揉 み 体 ４ を 移 動 さ せ る た め の リ ン ク 部 材 ３ ７ を 、 可 動 揉 み 体 ４ の 近 接 離 反 方 向 と 略
同 一 の 方 向 （ ケ ー ス ２ の 長 手 方 向 ） に 揺 動 さ せ る よ う に し て い る こ と か ら 、 リ ン ク 部 材 ３
７ に よ っ て 揺 動 さ れ る 可 動 揉 み 体 ４ に お い て 、 当 該 可 動 揉 み 体 ４ の ｘ 成 分 （ 近 接 離 反 範 囲
） は 大 き く な る 。 可 動 揉 み 体 ４ の 近 接 離 反 範 囲 が 大 き く な る た め 、 可 動 揉 み 体 ４ の み 揺 動
さ せ る だ け で 肩 を 十 分 に 挟 ん で マ ッ サ ー ジ す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 可 動 揉 み 体 ４ が 固 定 揉 み 体 ３ に 対 し て 近 接 離 反 を し た と き 、 マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ が
カ バ ー １ ３ の 開 口 縁 部 を 移 動 す る 方 向 に 押 す こ と と な り 、 マ ッ サ ー ジ 部 １ ８ の 移 動 に 連 動
し て カ バ ー １ ３ は 移 動 軌 跡 ｃ に 示 す 如 く 移 動 す る 。 カ バ ー １ ３ の 移 動 軌 道 ｃ は リ ン ク 部 材
３ ７ の 揺 動 軌 道 ａ と 略 同 じ に 設 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 カ バ ー １ ３ が 容 易 に 移 動 で
き る よ う に し て い る 。 カ バ ー １ ３ は 移 動 し な が ら 開 口 部 １ ２ を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の マ ッ サ ー ジ 機 １ は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 し な い 。 即 ち 、 実 施 の 形 態 で は 、 把 持
部 ６ を 直 線 的 な ま っ す ぐ な 棒 状 と し て 形 成 し て い た が 、 持 ち 易 さ が 向 上 す る よ う に 、 緩 い
カ ー ブ が 付 さ れ た も の と し も よ い 。 こ の と き 、 カ ー ブ の 向 き は 、 使 用 状 態 の と き 、 把 持 部
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６ の 下 端 部 ほ ど 使 用 者 側 へ 近 寄 る よ う に な る 向 き で あ る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ７ を マ ッ サ ー ジ
動 作 の 種 類 選 択 や 強 弱 切 替 な ど を 行 う 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 リ ン ク 部 材 ３ ７ を 第 １ リ ン ク ５ ０ と 第 ２ リ ン ク ５ １ と の ２ 部 材 で 構 成 し て い た が
、 １ 部 材 、 即 ち 、 第 １ リ ン ク ５ ０ の み で 構 成 し て も 良 い 。
　 ま た 、 本 発 明 の マ ッ サ ー ジ 機 １ は 、 肩 の 使 用 に 限 ら ず 、 首 、 腕 、 脚 な ど 、 身 体 の 他 の 部
位 で 使 用 す る こ と も 可 能 で あ っ て 、 そ れ ら の 場 合 、 そ れ ぞ れ の 使 用 部 位 に 合 わ せ た 最 適 な
持 ち 方 を す れ ば よ く 、 或 い は 装 置 の 姿 勢 を 変 え て そ の 一 部 （ ヘ ッ ド 部 ９ 等 ） を 床 や 椅 子 な
ど へ 預 け 置 い た り 、 或 い は 他 人 に 持 っ て も ら っ た り す る な ど 、 様 々 な 使 い 方 が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の マ ッ サ ー ジ 装 置 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 全 体 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 全 体 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 内 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 マ ッ サ ー ジ 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 背 面 側 か ら 見 た 駆 動 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 正 面 側 か ら 見 た 駆 動 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 リ ン ク 部 材 及 び マ ッ サ ー ジ 部 の 移 動 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の マ ッ サ ー ジ 機 の 概 略 内 部 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ 　 　 マ ッ サ ー ジ 装 置
２ 　 　 ケ ー ス
３ 　 　 固 定 揉 み 体
４ 　 　 可 動 揉 み 体
５ 　 　 駆 動 機 構
６ 　 　 把 持 部
１ ２ 　 開 口 部 （ ケ ー ス の 開 口 部 ）
１ ３ 　 カ バ ー
１ ４ 　 開 口 部 （ カ バ ー の 開 口 部 ）
１ ８ 　 マ ッ サ ー ジ 部 （ 可 動 揉 み 体 の マ ッ サ ー ジ 部 ）
１ ９ 　 ア ー ム 部
２ ３ 　 支 持 軸
３ ５ 　 駆 動 モ ー タ
３ ７ 　 リ ン ク 部 材
３ ８ 　 固 定 軸
３ ９ 　 駆 動 軸
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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